




地域の中に若者が挑戦できる機会が
たくさんあること
そして、若者がたくさんの応援する人や
ロールモデルに出会えること

若者がこれまでの自分を自分なりの挑戦
で飛び超えること
そして、自分だけの枠組みを超えて地域
のなかで挑戦すること

地元離脱
選択肢の欠如と地域への諦め

持続可能な活動を目指し「地域に開いた活動体制」の構築を目指します。具体例として、地域の方とまきボラのこれからや
運営を考える「まきボラ超！会議」実施します。また、広報発信もより充実し、地域内外へ認知を拡げます。

「ムムム！」の伴走体制をブラッシュアップし、より多くの若者へ挑戦の機会を届けます。また、OB・OGを対象にした
「地域と関わるきっかけ」の数も増やし、「まちひとワークス」への事業との接続をしていく予定です。

新規事業「ムムム！」の始動により、高校生自身の「やりたい！」
からはじまるアクションが多く生み出されました。これまでの
活動から更に一歩主体的な挑戦が育まれました。

自組織内に広報チームを立ち上げ、プレスリリースやSNSで
積極的に若者たちの挑戦プロセスの発信を行いました。
結果、取材件数は昨年度から倍増し、取材記事を通しての
協賛やサポーターが集まり始めました。

「企業と教員との意見交換会」や「若者と石巻市長との懇談
会」を企画しました。「共にまちをつくるパートナー」として、
企業・学校・行政とともに、若者に必要な支援とは何なのかを
考えました。

かつてのプログラム参加者達が、「まきボラ」のサポーターとして
戻ってきたり、高校生の時に繋がった団体の活動に参加する等、
継続的・意欲的に地域に関わる姿が見え始めています。

石巻の高校に通う高校生約3500人に対し、まちと人との
事業に関わった高校生の人数です。

年間の事業で関わった中学・高校の数です。石巻市内の
学校に加え、近隣市町村の学校に関わりました。

年間の協力事業所数です。高校生と関わる事業所が増えると、
地域びたり時間が増え、挑戦の機会が創出されます。

高校生がまちと人とを通して地域と関わった総時間です。時間
が長いほど、高校生と地域の接続が深まったことを表します。

「もっと地域で挑戦をしたい」という高校生が動き出したり、かつてのプログラム参加者が高校
卒業後も地域に関わり始める様子が見える１年でした。また、そういった若者の動きに対して地域の
大人たちの認知や共感の広がりも感じました。

2026年度は、若者の挑戦や地域との関わりを一過性で終わらせず、発展と継続を目指して活動したい
と思います。また、若者が地域で挑戦している姿を多くの人たちに届けて、より多くの協力と
応援を集め、地域全体で若者を支える環境を作っていきます。



海外の貧困層の子供を医療支援したい！と探究を
始めたKさん。授業終了後も継続するため「ムムム！」
に参加。活動の中で様々な人に話を聞くうち、自身も
イメージで「かわいそう」と思っていたことに気づき
ます。そこで、まずは偏見をなくすため、海外支援を行う
方と協働してカンボジア文化を体験するイベントを
開催。現在は経験を活かし看護師を目指しています。

もともと引っ込み思案だった工業高校生のRさんは、
「専門教育次世代人財育成プロジェクト」に参加し、
地元企業を取材や自身の専門性を地域に活かす方法
を探究しました。活動の中でまちへの思いが芽生え、
「若者と石巻市長との懇談会」の場へ自らの意志で
参加。石巻市長へ自分の意見を堂 と々提言するまでに
成長しました。

専門の異なる他校の高校生たちと意見を交わす機会があ
り、自分にはない視点に触れることで多様な学びを得るこ
とができました。また、実践的な活動を通して、今まで知ら
なかった地元企業の高い技術力や特産品の魅力など、地域
の良さを改めて発見できました。

地域のイベントに
積極的に参加したい

地域の良さを知って
役に立ちたい

自分の将来に
活かしたい

いろんな人と
関わりたい

普段知らない課題や問題を
直接聞くことができた

総探を行ったことで
他の進路もあるんだなと感じた

地域のボランティア活動に参加して
もっと自分の地域のことを深く知りたい！

趣味と将来を結びつけて
新しい気づきを得た

自分のすぐ近くに
課題があると気がついた



企業や地域と関わることに興味があったKさん。
「DIVE！」では地元のものづくり企業と連携し、若者へ
の魅力発信を行いました。その後「ムムム！」に参加し、
得意だったフラワーアレンジメントのワークショップ
を企画。地元の花屋さんとコラボして地域の朝市に出
店するなど、地域の中で自身の「やってみたい」を叶え
ました。

元々教育関係に興味があったMさん。友達に誘われ子
ども支援団体の「まきボラ」に参加した際、大人の「子ど
もと対等に同じ目線で過ごす姿勢」に感銘を受け
進路先を保育の道に決めました。
高校3年の春にまきボラサポーターに立候補。今度は
参加する高校生の挑戦を応援する側として地域で活
動し、自身の成長へと繋げました。

仲間とコミュニケーションを
とってひとつのものを
作り上げることが出来た

事業所の人とたくさん
話し、質問することができた！

人見知りだったが、
多くの人と関わることに

挑戦できた

今までの自分なら絶対に
しないようなことを
やったと実感した！参加者の挑戦実感分布図

これまで経験したことが
ないことに触れ合えた

活動を通じて、
震災や地域への関心が
大きく向上した

地域を知ろうとしていなかった
自分にとって自ら知る機会になった

事業所やサポーターの
学生との交流が楽しかった！

普段では体験できないことができたし、
石巻の魅力を再発見できた

何も無いと思っていたが、
石巻は想像よりも
いきいきとしていた

ボランティアで、
自分も地域も可能性を
感じることができた！



11/24　　　     地域の人とご飯会①

 1 /12　　　     昔遊び大会

 2 /14　　　     やだなー展 / 石巻すぎるよ展

 2 /15　　　     冬の中瀬公園でボードゲーム企画

 2 /20　　　     地域の人とご飯会②

 2 /23　　　     国際的節分パーティーin石巻！！ 

 3 /21　　　     世界と仲良くなろうCAMBODIA編！！

 3 /25　　　     地域の人とご飯会③

 3 /26　　　     石巻すぎるよ展＠スターバックスコーヒー

 3 /28　　　     避難中

10/13～2 /24　ムムム！たくらミーティング　全10回
 3 / 8 　　　     ムムム！たくらみ共有会（発表会）
10/13～3 /31　個別の相談対応・伴走 93回

ムムム！高校生企画一覧

ムムム！活動実績

※一般社団法人ISHINOMAKI2.0とのコンソーシアム事業
活動報告会 3/27

市長から「高校生や若者の
意見を活かしたい」という
言葉があり、石巻を離れる
人もいますが、思ったことを
発信し、声を届けていく
ことが、市をより良くする
秘訣だと感じました。

（Iさん）



法人名　合同会社まちひとワークス
設立日　2025年4月30日
役　員　代　　　表 松本　裕也
　　　　共同設立者 斉藤誠太郎

住　所　〒986-0822
　　　　宮城県石巻市中央2丁目7-38
　　　　石巻ガスビル3F
電　話　0225-25-4085
MAIL 　works@machihito.jp

まちひとワークスは、若者や教育現場の支援を行う「まちと
人と」の有志、水産業に「新３K」の革新を起こしていく「フィッ
シャーマン・ジャパン」の有志が集い、立ち上がりました。
「教育」と「産業」それぞれが得意とする強みとネットワークを掛け
合わせることで、これまで分断されがちだった地方の若者と地元
企業をつなぐ、新たなアプローチを実現しています。

まちひとワークスが運営する、
石巻の企業を取材して「意外と
知られていない企業のスゴい
ところ」を紹介するInstagram
アカウントです。






